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おもな内容 :<)手作りの特別展「ふ しぎの国の博物館J 福島市児童文化センター

。全科協北米科学系博物館視察研修報告(2)

。全科協北から南から

〔特別展〕

手作りの特別展 「ふしぎの国の博物館」

当館では毎年夏休みを中心に昭和58年から特別展を開

催しているが，昨年で 4 回目を迎えた。本展の要項は下

記のとおりである。

期間 昭和61年 7 月 2 1 日 - 8 月 3 1 臼

目的 感覚に訴える展示を通 し， 子ども達の科学lζ対

する興味と関心を高める。

内容 l 心理学的側面をもった展示

・ ふ しぎな図形30点 ・ 不可能な立体

-ベンハムのコ 7 ・ ノレ ビンのツボ

-消える人 ・ 無限上昇階段

・斜めの部屋 ・その他14点

2 科学原理を応用した展示

・空中lζ浮く蛇口 ・ 空中 IL浮く玉

・ 無限の ト ンネノレ ・ 止まらないコマ

・光のびっくり箱(万華鏡 3 種)

・音声応答ロボッ ト ・その他17点

3. ふ しぎな紙工作

(帯からくり 30点，折原喜一郎氏作)

福島市児童文化センター

展示室 3 室 ， 延床面積290 rr�' 

料金 入場無料

経費 150万円 (材料費80万円，報償費40万 円， 広

報費 1 5万円， その他1 5万円 )

関連 教室の開催(ふ しぎなおもちゃ作り，ふ しぎ

な紙工作，科学万華鏡作 り)

企画意図

「ふ しぎだなあ リ という驚きと遊び心が結びついた

とき， r どう してだろうワ」という好奇心と探究心が助

長され， 科学的なものの見方， 考え方が育つものと考え

られる。そ乙で，子とも達-;ji受け身に知識を得るだけで

なく ， 働きかけて考えたり ， 疑問を解いていく乙とがで

きる科学展に した いと考えた。

手作りの特別展について

経過限られた予算では，希望するような展示物が借

り受けできず， 点数も少なくなるので手作りの

開催となった。

設計 設計から製作まで全職員が協力のもと進めた。

製作なお電気技師， 模様師 (図形)，大工業者，あ

わせて数名の協力も得た。新品の購入は最少に

留め，極力， 既存の物や廃物を利用 し た。

製作例

〔例 1 )空中に浮く蛇口

ポ リ 容器とポンプをつなぐホ ースの接続部が弱く ， 水

圧ではずれたり，ガラス管の下部接続部に加重が加わり

ひびが入った。ガラス管のかわりに透明エンビ管を使用

すれば ， 多少透明度はおちるが， 加工も仕易く丈夫であ

る。製作費約6， 500円 (接続器具 1 ， 000円，発泡スチ ロ ー

ノレ1 ， 500円，木製ケース 4， 000円 ， ポ リ 容器， ポンプ，

ガラス管は廃物を利用)
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〔例 2 )空中に浮く玉

ピンポン玉を使った実験をヒントにした。初め，ガラ

ス製大型ロートを使用したと乙ろ，振動で填れた。そ乙

で小型ロートにクリアシートをロートの形に丸めて接着

したとこ ろ良好iとなった。掃除機は旧型のもので，取り

付け金具があるものが良い。少し騒音が高いのが欠点。

材料費8， 250円( タイマー 3 ， 500円 ， スイッチ 1 ， 000円，

エンビ管500円，木製ケース 3 ， 000円，発泡スチロール

球250円，掃除機は既存の物を利用)

〔例 3 )音声応答ロボッ 卜

シャフトの加工I[は中古の旋盤が大いに役lζ立った。

腕と シャフ ト はギヤー破壊防止のため，過大な力が加わ

ると折れるロックピンで接続しである。前・後進が遅い

のでギヤー比を変え適正な速度に改良し ， またインター

フェイスの取り付けがまだなので完成させたし、。音声合

成ユニ ッ ト の l 回の出力時間は 8 秒以内と短しもっと

-2-

時間を延ばすため，フロッピーディスクで書き変えを行

い出力内容の多様化を図りたい。製作費約18万円(音声

認識ユニット ， 音声合成ユニ y ト各1 9， 800円，ギヤーモー

ター 4 ケ36 ， 000円，ソフト作成報償資 3 万円，本体製作

報償費 5 万円ほか，マイコンとモニタ一等は既存の物を

利用)

音声応答ロポット

t構造図(側面略図)

- フレム(角材)
- 壁部 (2.2噛厚ベニヤ)
. 台部( 9 市厚ベニヤ)



全科協ニュース Vo1.17. Nu4 

特別展を省みて

開催中の入館者は約8， 000名と好評のうちに無事終了

できた。手作りの特別展を実施して良かった乙とは，

l. スタッフが一致協力できた乙と。

2. 半数は終了後も常設展示できた乙と。

3. 職員の研究意欲向上と ， 施設居性化が図られた乙と。

今後の課題

1 展示物の耐久性をもっと高める乙と。

2. 試行錯誤で進めたため，設計と製作が同時進行とな

り完成が遅れがちだったので，計画分担をもっと綴密

にする乙と。

3. 製作の仕事量と準備期聞から考えて，今後は手作り

を一部にし，毎年購入する展示物をだき合わせたり ，

借り受けを多くして行く必要があること。

4 各館において，特別展の企画には毎回たいへんな苦

労をしているので，全科協加盟の館で・共同出資し，持

ち回りの特別展を開催できれば良いと思われる乙と。

などが上げられる。

なお，開催にあたり資料を提供下さった国立科学博物

館や，製作IL協力下さった方々に深く感謝申し上げる。

また，乙乙 11::紹介した展示品について，全科協加現館

で，改良されたり， 詳しい資料等が必要な方は，乙連絡

ぐださし、。

参考文献

『遊びの博物誌J ， r新遊びの博物誌J， rエッシャーの

字宙J (朝日新聞社)， r光と視覚の話J (タイムライ

フ社)， r 乙れからの ロボッ卜 J (講談社)

草苅高雄

全科協北米科学系博物館視察研修報告 2

「ジャックと豆の木」 ーーポストン子供博物館一

ボス ト ン南東の河沿いの一角は， ミュ ー ジアムワーク

と言われる。乙の周辺には古い建物が多したとえばレ

ンガ組みの壁矯造に木の梁や床，天井などを造作した建

造物である。乙乙子供博物館も，そんな建物を利用して

作られている。 1 階はショ y プで 2 階から展示スペース

が始まる。フロアの中央部IL，階段と吹き抜けがありそ

の吹き抜け部には，木とスチーノレ網などで構成された

「クライミングスカルプチャー」 というジャングノレジム

の階段が l 階から 3 階まで高くのびている。一体何だろ

うと思いながら案内されて展示を見て行くうちに「そう

だ J と我点したのだった。

・リサイ クノレ

コム，紙，樹脂，スチローノレ等，さまざまな工業的生

産に伴う端切れを集めて， ドラム缶大の紙簡に入れて並

べてある。それらを使って作っ た，人形やお面等も一緒

iζディスプレイされていて、話11::よると，それらの端切

れは，児童達の科学の学習や，工作の材料として供給さ

れるためにあるのだそうだ。

・ シティスライス

2 階から 3 階の吹き抜けに，骨格だけの家が見える。

そ ζ には家に必要な色々な機能や構造が，手iζ取る様1 1::

見える工夫がしである。上水道，下水道，電気の配線は

もとより ， 家具や トイレの便器まで整っている 。 そして，

それらは展示されているのではなくて，家の中のソファー

にすわったり，階段に昇ったりして，庭や家の空間を再

体験しながら子供達が発見していくための装置である。

あたかも家遊び乙っ乙の様に見える。

-3 

乃村工華社森山品夫

- グラウン ドペアレンツ ノ、ウス

「おじいさんの家J という部屋がある。そ乙の床はぶ

厚い松の木が敷れていてログハウスのようだ。空聞には

1850-1950年の聞に，アメリカの家庭で実際に使われた

物が展示されている。ミシンやタンス，額入りの写真，

スタンド，中にはジュ ー クボックス等も置かれている。

インストラクターは当時のコスチュームを付けた若い女

性である。床lζ無造作 11::開ねられた ト ランクがあり中に
は，かわいらしい当時の衣裳が見える。乙乙を訪ずれた

子供達はその衣裳をインストラクターに着せてもらって

当時のフ 7.;1 ションを楽しんでいる。

・ ライブラリー

500nfほどのスペースに木製の本棚や，紙で作った家

が雑然と配置されている。しかし良く見るとその棚はア

クライミングスカルプチャーの入口
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イテム別IL整理されていて，たとえば東アジアの所では

本棚の上半分は引き出しになっていて，アジア緒国の玩

具等が入っている。又引き出しの表面にはアジアにまつ

わる竜や鯉等のグラフ ィ ックが施されている。 し、く つか

のブースは，乙れらの本棚で仕切られており空間の中央

には，テーフソレとソファーがセットされ遊べるようになっ

ている。

シティスラ イ ス

-素材の展示

動物の角や骨，歯等で作られた物が展示されている。

動物の写真と製品が組み合わされており，その動物の特

長がどの様に利用されているかを見せている。乙んな展

示もある。壁の中lζ丸い穴が四つあり，穴の中には製品

が入っているが，それは見えない。穴の中 IL手を入れて

感触で確かめてみて，それらの製品がどんな動物から加

工した物かを問う' ク イ ズ?になっている。ヒントとして動

物の写真がア ト ランダムに四つ張つである。

・機能の展示

ヘルメット ，人間の頭骨，竹で編まれたかど，亀の甲

ら ， スチーノレメッシュのイスが， 一つの壁面に取り付け

られている。 他の面には入間の腕骨一式と Z ライト，の

乙ぎり鮫の口先との乙ぎり ， 魚の背骨とささら，という

組み合わせで取り付け られてい る。

素材の展示

-4 

工場の展示

-工場

初歩的な工作機械を実際1[.動かして見て試すコーナー

である。乙乙 IL展示されている機械は危険防止のため刃

先などは別の柔い素材 1[.変えてある。

・ 巨大な机

乙乙はスケーノレアウトの部屋だ。机のみならずメガネ，

客員，コンセント，鉛筆，お金， 鍵，コップなど日常使う

さまざまな物が12倍の大きさで作られている不思議な遊

びの空聞になっている。なぜ1 2倍か?それはアメ リカ の

距離や大きさを測るインチ，フィ ー卜， ヤードなどモジュ

ーノレを反映したディスプレイと言える。

・ 日本の家

3 階の奥にはこ乙ボストンと姉妹都市になってい る京

都市から贈られたという建築が展示されている。京都の

古い商家の実物を移築したもので.日本人にはな じみ深

い畳や障子，カワラ屋根，土問やベンガラ格子など詳細

lζ再現されている。実の中にはタンスや火パチ，照明器

具， 座卓などあり ，あたかも現在もだれかが住んでいて

も不思議のない感じだ。案内をしてくれた日系の女性に

よれは\訪ずれたアメ リ カの生徒たちに実際に乙の家で

一晩合宿させて， 畳の上で日本の住居生活を体験させる

巨大な机
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という。もっとも今では日本人にとっても乙のような古

い伝統的な建物での生活は珍しいものになりつつある。

多民族国家とも言えるアメ リ カ人の率直志と好奇心をか

い間見たような気がした。

さて話は官頭の「ジャックと豆の木」というタイトノレ

は乙の博物館のシンボノレ的造型とも思える子供用アスレ

チック遊具的階段の乙とを勝手に名付けたものである。

童話の「ジャックと豆の木」のストーリーは親から使い

をたのまれたジャックが自分の決断で行動し最後に皆を

幸福に導く冒険の物語だ。乙れを学習という乙とにあて

はめて見ると一つのあり方が浮んでくる。ジャック第 3

の選択は何かと言うとそれは自発性の発芽である。乙乙

の博物館の展示はその事を大9切にしている。一見巨大な

「おままどと」装置のように見えながら，家庭や社会や

学校という環境のワクにこだわらない教育を目指してい

る。子供達はその豊かな展示環境の中でそれぞれの行動

と実践の中で発見し次の学習の段階に向うのだと思う。

子供博物館で発行 しているパンフレットの中 Ir_乙のよう

なキャッチフレー ズが書かれている。

1 HEAR AND 1 FORGET. 

1 SEE AND 1 REMEBER. 

1 DO AND 1 UNDERSTAND. 

東レ理科教育賞の応募について

東レ科学振興会では，理科教育の向上のために， 創意

工夫によって著 しい成果をあげた理科教育の事例を毎年

募集し，東レ理科教育賞として表彰している。

第19固にあたる今年度は， 1 0月 1 5 日を締切り(必着)

で応募を受付中である。

応募対象となる教育事例は，中学校 ・ 高等学校の生徒

などの理科教育上， í新しい発想と工夫考案K基づく」

次のような事項である。

①生徒の科学に対する興味を高めるなど，よい環境を

つくる指導展開。

②種々の実験法， 器材の活用法，自発的学習をうなが

す方法など。

①実験 ・ 観察，演示などの教材 ・ 教具(簡単な装置，

得やすい材料，ビデオなど)の開発実践例。

乙れらは ， 科学系博物館の職員が教育活動を実施する

に当たって日頃から考え ， 悩んでいる事例など，応募に

値する事例は数多くあると恩われる。全科協加盟館園か

らの応募も年々増加しており ， 奮って応募していただき

Tこし、。

ただし，論説や提案だけでなく実績が必要とされ，博

物館が主催するクラブ活動のような場合には，特lζ生徒

の人間形成 Ir_どのように役だったかを記す必要がある。

なお，昨年度の「受賞作品集」が， 刊行されているの

で，応募を検討する上で参考になる。所定の応募用紙は，

既K全科協加盟館園宛てに送付されているが，必要があ

れば，電話またははがきで下記宛てに申し込みくださし、。

~103 東京都中央区日本橋室町 2 -8 (三井 6 号館)

財団法人東レ科学振興会電話 (03) 245-5919 

全科協 加盟館園の出版物

年報・研究報告

O埼玉県立自然史博物館研究報告第 5 号 1987. 3 

Q埼玉県立自然史博物館収蔵資料目録 1987. 3 

第 1 集 晴乳類(1)，鳥類(1 )

0岐阜県産シダ植物目録 岐阜県博物館 1 987 . 3 

0北九州市立自然史博物館研究報告 第 6 号 1987. 3 

0岐阜県博物館調査研究報告 第 8 号 1987 

0東海大学海洋科学博物館年報 No.14 1986 

0秋田県立博物館研究報告第12号 1987 

0収蔵資料目録 自然E 種子植物(合弁花類)編

秋田県立博物館 1987 

0郷土の自然観察 サイエンスカ‘イド No. 6 1987 

岐阜市少年科学センター

5-

0青少年科学活動促進事業報告 1987 

和歌山県立自然博物館

。特別展資料23 í友ケ島の自然」

和歌山市立ζ ども科学館

Oコンピュータ教室開催状況報告書(昭和6 1年度)

横浜ζ ども科学館

O鉱業博物館第19号 1987. 2 

秋田大学鉱山学部鉱業博物館

。科学技術館事業概要 1987年版科学技術館

0事業概要昭和62年度市立名古屋科学館

0府中市郷土の森施設概要 1987 

0倉敷市立自然史博物館研究報告 第 2 号 1987 
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全科協 欧~IIII科学系博物館視察研修

全科協では， 今年度ヨー ロ ッパの科学系博物館視察を

10.26 (月) 国立科学技術産業博物館

(ラ・ヴ‘ィレッ卜)視察研修(パリ泊)

10.27 (火) 国立自然史博物館・古生物博物館等

計画 しています。ヨ ーロ ッパの科学系博物館lζ も， 新し 視察研修 (パ リ治)

く開館 したものや，近年展示改装を したと乙 ろがあり， 10.28 (水) 空路， ミュンへンへ。

また，博物館における教育活動が充実しているととで， 着後自由視察研修 (ミュンへン泊)

定評があります。 10.29 (木) ドイツ博物館視察研修

博物館の職員として，一度は見学しておきたい各国の (ミュンへン泊)

代表的な博物館を見学します。乙の機会1[. ，全科協加盟 10.30 (金) ミュンへン市立博物館等自由視察研修

館園からできるだけ多くの方々が参加され ヨーロッパ (ミュンへン泊)

の博物館の展示や教育普及活動の現状を見学して，各館 10.31 (土) 空路，ハンフツレグ経由 帰国(機中泊)

園の今後の発展に役立たせていただきたいと考えます。 11. 1 (日) 成田空港15時45分着，着後解散

期 間 昭平062年10月 21 日 -11月 1 日 1 2日間参加費用 398 ， 000円(1 5名以上)

日程の概要 申 し込み締切り昭和62年 9 月 16 日(水)

10.21 (水) 箱崎TC AT集合 21時30分成田空港発 申込金 50.000円(残額は10月 5 日までに)

アンカ レッジ経由ノ、ンフルグ、へ(機中泊) 方 法 所定の申込書による

10.22 (木) ハンフルク、経由ロンドン着 申込先菱和ダイヤモン ド航空サービス附

着後自由視察 (ロン ド ン泊) 間合わせ 全科協事務局担当:大堀，若宮

10 .23 (金)大英博物館(自然史)視察研修 電話 03 (822) 0111 内線255

( ロ ン ド ン泊) 菱和ダイヤモンド航空サー ビス 担当:佐藤

10.24 (土) 自由視察研修科学博物館 ・地質博物館 電話 03 (278) 1459 

(ロンドン泊) 詳細については，会員館固に配布の募集要項(申込書

10.25 (日) 空路， パ リ へ。着後自由視察研修 付き)をと覧ください。募集要項の必要な場合は，事務

(パ リ 泊) 局にお知らせください，お送りします。

全科協北から南から

0新展示「新しい太陽実験室」公開

市立名古屋科学館

市立名古屋科学館では，同館天文館の屋上lζ 日経25セ

ンチの反射ク ーデ式太陽望遠鏡を設置 して， 2 階展示室

に太陽像をつくる「楽しい太陽実験室」が完成，一般公

開した。

展示室では， 直経180センチの迫力ある太陽を見る乙

とができるほかに，太陽光スペクトノレ，解説用1::"デオ，

パネル， コンビュータ太陽クイズなどを設置している。

展示室の床IL，太陽像を写しだす展示は他の天文関係

の科学館では例を見ないものである。手をのばせば，太

陽黒点を手のひらの上lζ受けとめられるのも，新しい試

みである。

o í ドキドキわくわくビリリ展」開催
広島市こども文化科学館

電気という身近なものをテーマに，その不思議さや便

利さを，遊びゃ展示の中でわかり易く体験的 IL紹介する

6 

企画である。子どもたちに，電気の基本的な性質や原理，

利用の現状や最新の技術などを紹介し，電気への理解と

関心を高める乙とをねらいとしている。

内容は，おもしろ実験，電気技術のいろいろ，電気と

各コーナーは，地元の電気，機械関係のメーカーや事業

所等の協力を得ている。

事務局か ら

O会員館園の皆様からの御投稿をお待ち しております。

展示，教育活動，仕事上の苦労話，新 しいアイディア，

特別展等の企画，出版物・印刷物の紹介をはじめ，科学

系博物館職員が読んで参考になりそうな乙と，会員館固

に流したいニュースを御執筆くださるようお願し、 し ます。

O今年度分の会費請求書を，各館園宛にお送り しており

ます。公費支払lとともなう指定書式等がある館園の場合

には， ζ連絡ください。また，銀行振込の際lζ，館園名

以外で振込まれる館闘は，送金者名をお知らせくださる

ようお原品、します。
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